
【相模原市史　近代資料編　　総目次・細目次】　※資料名は除く

　刊行にあたって（相模原市長　加山俊夫）

　相模原市史『近代資料編』の刊行について

　凡例

　総目次

　細目次

　序章

　第一章　自由と民権

　　　第一節　「相武」民権の形成

　　　［国会開設運動と地域結社］／［累積する農民の負債］

　　　第二節　武相困民党事件をめぐって

　　　［事件の発生］／［事件を受けて］／［奔走する名望家たち］／［激化事件の影響］

　　　第三節　国会開設前後の地域指導層

　　　　［役場位置と行政区域］／［地価修正運動と県会騒動］

　第二章　日清・日露戦争と地域社会

　　第一節　日清戦争と地域の活動

　　第二節　日露戦争と銃後体制

　第三章　地域改良運動と神社合併計画

　　第一節　戊申詔書の渙発と勤倹貯蓄組合

　　第二節　相模原の地方改良運動

　　第三節　神社合併（合祀）の動き

　第四章　大正期の教育と文化

　　第一節　相模原の新教育

　　第二節　青年と実業補習学校

　　第三節　青年団の活動と思想

　第五章　関東大震災と地方制度

　　第一節　関東大震災の被害

　　第二節　上溝町町制施行と郡役所廃止

　　　［町制施行］／［郡役所廃止］

　第六章　産業と交通の進展

　　第一節　地域産業の展開

　　　［諸産業と畜産業］／［蚕糸業］／［養蚕実行組合］

　　第二節　漸進社と製糸業

　　　［漸進社］／［共同繭乾燥所　大盛社］

　　第三節　上溝市場の展開

　　　［上溝市場開市五十年記念祝賀］／［上溝市場の展開］

　　第四節　鉄道の計画と敷設



　　　［横浜鉄道・横浜線］／［小田原急行鉄道］／［相模鉄道］／［相武電気鉄道］／［南津電

気鉄道］

　　第五節　インフラの整備

　　　［道路の整備］／［電灯の敷設］／［電話の開通］

　第七章　昭和恐慌と相模川河水統制事業

　　第一節　普通選挙と町村政の動揺

　　　［普通選挙］／［政民の対立］／［旧弊打破の新たな要求］／［選挙粛正運動］

　　第二節　昭和恐慌と地域の変貌

　　　［公私経済緊縮と教化総動員］／［農村不況と小作争議］／［疲弊する町村財政］／［町村

の諸施策］

　　第三節　経済更生運動と軍用地の拡張

　　　［麻溝村］／［新磯村］

　　第四節　相模川河水統制事業

　　　［相模原の開田計画］／［相模川河水統制事業］／［相模ダムの建設］

　　第五節　相模川の沿岸整備と砂利採取

　　　［沿岸の整備事業］／［砂利採取］／［砂利線の敷設］

　第八章　ふたつの世界大戦と戦時体制の醸成

　　第一節　第一次大戦と地域社会

　　　［大正期の演習］／［シベリア出兵］／［第一次大戦期の徴兵］／［在郷軍人対策］／

　　　［第一次大戦の影響］

　　第二節　軍隊と市民

　　　［在郷軍人会］／［徴兵］／［戦没者・慰霊］

　　第三節　銃後の市民

　　　［総動員］／［配給］／［防空訓練］／［婦人会］／［相澤日記］

　　第四節　青年の訓練と動員

　　第五節　国民学校と疎開児童

　第九章　軍都計画と相模原

　　第一節　陸軍士官学校の建設

　　　［陸軍士官学校の移転］／［陸軍士官学校の状況］／［行幸と行啓］

　　第二節　陸軍諸施設の建設

　　　［相模陸軍造兵廠］／［陸軍兵器学校］／［陸軍通信学校］／［陸軍機甲整備学校］／

　　　［相模原陸軍病院］／［電信第一聯隊］／［軍需工場］

　　第三節　軍都建設事業

　　　［相模原軍都建設連絡委員会］／［新興工業都市計画］／［都市計画区画整理事業］

　　第四節　相模原新都建設

　　　［相模原新都振興会］／［新都建設への希望］／［住宅建設とバス交通］

　　第五節　相模原町の誕生

　　　［町村の概況］／［町村の合併］



　補章　昭和 20年の麻溝地区―「時局関係綴」から

　執筆者、資料提供者及び協力者・機関、編さん関係者


